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次世代火山研究推進事業の最終的な方向性について
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・本総合プロジェクトの下記３つの”事業の目的・
目標（アウトプット）”の 達成の実現に向けて、
どのような考え方で何をどのように実現する
か？

〇直面する火山災害への対応（災害状況をリア
ルタイムで把握し、活動の 推移予測を提示）

〇火山噴火の発生確率を提示
〇理学にとどまらず工学・社会科学等の広範な

知識と高度な技能を有する 火山研究者の育成
（次世代火山研究推進事業は特に1つ目、2つ
目のテーマ）。



各課題の（これまでの）代表的な成果

A:JVDNシステムの開発・運用、状態遷移図の提案 B1: ミュオンによる浅部構造把握

C1：岩石学的知見によるマグマ供給系モデル

B2: SAR解析結果データベース/熱・ガス用カメラ

B3: 火山ガスサンプリング・解析技術

C2：噴火事象系統樹 C3：ハザード評価手法・地下移動シミュレーション

D1：ドローンによるリアルタイムデータ D2：桜島におけるリアルタイム降灰評価 D3：各種コンテンツ・脆弱性指標等

B4: 火山体浅部地下構造 B2-2: 光シフト干渉法
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Nakagawa et al. (2022)



テーマ：各課題の（これまでの）代表的な成果と最終年度に向けた連携

切迫度(活動度）評価

A：JVDNシステムの構築・運用、状態遷移図

C1：岩石学的知見によるマグマ供給系モデル

B1: ミュオンによる浅部構造把握

B2: SAR解析結果データベース/熱・ガス用カメラ

B3: 火山ガスサンプリング・解析技術

C2：噴火事象系統樹

C3：ハザード評価手法・地下移動シミュレーション

D1：ドローンによるリアルタイムデータ

D2：桜島におけるリアルタイム降灰評価

D3：各種コンテンツ・脆弱性指標等

〇直面する火山災害への対応
（災害状況をリアルタイムで把
握し、活動の推移予測を提示）

〇火山噴火の発生確率を提示

B4: 火山体浅部地下構造 B2-2: 光シフト干渉法
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論点：活動度評価・切迫度評価

• 時間軸をどう取り込むか？
【中長期】→ 積算噴出量-時間階段図・噴火事象系統樹
【短期～中期】→ 状態遷移図
【噴火中】→   イベントツリー(VDAP方式）

• 共通版／個別火山版
JVDNの活用（比較研究）
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状態遷移図

火山活動評価

Event tree(VDAP)

噴火事象分岐系統樹

噴火災害イベントツリー

積算噴出量-時間階段図

火山災害評価

有効期限あり
活動に応じて更新
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時間ー積算噴出量階段図：様式を統一

有珠山の事例

Nakagawa et al. (2022)

積算噴出量-時間階段図・噴火事象系統樹

従来の成果
• 対象とする期間
• 噴出量の算定方法
• 対象とする噴火タイプ など

・・・研究者まかせ

様式を火山PJとして統一
⇒データベース・階段図を
セットで公表

ランク 内容

A 推移が記録に残っている噴火

B 記録はないが、地質学的に活動推移が明確
に分かる噴火

C 地質図でマッピングできる程度の情報があ
る噴火（噴出量・噴火年代）

D ある活動期（ステージ）として把握できる

○対象期間

○地質データのレベル分け

○その他
・対象とする噴出物（テフラのみorテフラ+溶岩）
・年代値の採用ルールおよび優先度
・噴出量の算定方法の統一と推奨
・水蒸気噴火・山体崩壊事象の明示 など

長期階段図と
短期階段図の作成

長期階段図
（火山の一生）

短期階段図
（事象系統樹の対象期間）

噴火事象系統樹：作成指針を提示
○検討期間の設定
時間－累積噴出物量図において一定の傾きで噴火活動が続いている期間

○想定火口域の設定
上記設定期間において、活動のあった全て火口域

○前駆活動の整理
最も信頼ができ、かつ最も長期間にわたる観測データが蓄積されている項目

○噴火タイプの分類
噴火の規模で噴火タイプを分類（地質単位として残る／残らない）

○噴火回数の算出
地質単位として残る規模の噴火⇒噴火エピソード数
地質単位として残らない小規模噴火⇒記録の残る期間での発生回数を外挿

○分岐確率の算出
特定イベント回数／全イベント回数 噴火未遂も考慮

十勝岳の試作事例

サブテーマC2

現在、各機関
で試作中

資料3-4より
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状態遷移図

準備期１

・深部マグマ溜まり
の膨張が観測されて
いる

準備期２

・浅部活動活発化
・火山ガスの増大
・前駆的水蒸気噴火

噴火活発期静穏期

・マグマ溜まりの膨
張は観測されていな
い

浅部マグマ溜り 静穏

深部マグマ溜り 静穏

膨張

膨張

膨張

静穏

膨張／収縮

噴火規模・
継続時間と
関係

蓄積 上昇
膨張／収縮

停滞／収縮

上昇

噴出

※火山共通（閾値の設定は火山毎）

停滞／収縮

噴火衰退期

収縮

個別火山版：（例）水蒸気噴火が卓越する火山→準備期１・２を統合する, イメージ図に熱水系を表示する等

・小規模水蒸気噴火
・マグマ溜まりの収縮

・主噴火
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準備期 噴火期
（共通版→テンプレートとして使用）

・火山活動度評価
・適用：数十年～数時間



Wright et al. (2018)

Valid for the period 11-7-2013 to 
11-21-2013

現場
マグマ注入

次２週更なる噴火

モニタリン
グ・ベース

小噴火

中噴火以上

微・小噴火

次２週沈静化
遠地泥流

溶岩ドーム

岩屑流・ブラスト

泥流

火砕流

降灰・灰雲

イベントツリー(VDAP)方式

有効期限
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・活動推移予測
・適用：噴火前～噴火中～噴火終息



Valid for the period 12-27-2013 
to 1-26-2014

現場
溶岩注入
ドーム形成

ドーム成長継続
次月更なる噴火

モニタリン
グ・ベース 中噴火

中噴火

小噴火
落石

ブラスト

ドーム崩壊岩屑流

泥流

火砕流

降灰・灰雲

>5km

<5km

>5km

<5km
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Valid for the period 1-9-2014 to 
1-31-2014

ドーム崩壊

ドーム縁小崩壊

火道上、ドー
ムの大崩壊

現場
マグマ注入
山頂でドーム形成 モニタリン

グ・ベース

噴火継続

ドーム崩壊火
砕流・サージ

垂直小噴
煙柱形成

降灰・灰雲

<7km

>7km
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❷

❸
❹ <2 km

>2 km
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VEI 4+

硫黄島のevent tree*

(2022年8月5日時点）

ベースサージ

降灰

海面下の大爆発に
は津波を伴う。

噴火環境が類似している
明神礁の噴火履歴を参考。
ただし、明神礁は
dacite(SiO266〜68%)
で硫黄島の今回噴火は
andesite(SiO2〜61%)。

❷においては明神礁
の最近100年間の噴
火履歴を参考にし、
福徳岡ノ場やフンガ
噴火を考慮しVEI 3
や4+を少ないけれど
もありうる値とした。
（考慮の余地あり）

❸では明神礁の現象
頻度を目安に推定。

❹サージの2kmは施
設がある。VEI２では
届かない。

* Wright et al. (2018)な
どを参照 12


